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水田での子実トウモロコシ

生産の実際

シ
リ
ー
ズ

水田農業イノベーション

言
で
は
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
あ
れ
ほ
ど
の
反

対
運
動
を
展
開
し
た
農
協
界
が
静
か
な
の

は
、
そ
れ
が
彼
ら
に
と
っ
て
お
い
し
い
改

革
だ
か
ら
だ
。

今
回
、
政
府
が
示
し
た
方
向
性
と
は
、

①
コ
メ
生
産
調
整
に
関
し
て
行
政
に
よ
る

生
産
目
標
数
量
の
配
分
を
や
め
る
こ
と
、

②
民
主
党
政
権
下
で
行
な
わ
れ
た
10
ａ
当

た
り
１
万
５
０
０
０
円
の
「
戸
別
所
得
補

償
」
を
５
年
後
に
廃
止
す
る
こ
と
、
③
そ

の
代
わ
り
に
飼
料
稲
お
よ
び
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ

（
稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
：
青

刈
り
し
た
稲
を
乳
酸
発
酵
さ
せ
て
飼
料
化

し
た
も
の
）
の
増
産
と
そ
の
交
付
金
を
増

額
す
る
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

「
行
政
に
よ
る
生
産
目
標
数
量
の
配
分
を

や
め
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
02
年
の
「
米

政
策
改
革
大
綱
」
策
定
時
に
示
さ
れ
た
こ

と
で
、
そ
れ
を
追
認
し
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
大
綱
が
発
表
さ
れ
た
と
き
に
は
ど
の

メ
デ
ィ
ア
も
減
反
政
策
廃
止
な
ど
と
は
言

わ
な
か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
今
回
は
そ
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
。

飼
料
価
値
の
低
い
飼
料
米
の
振
興
は
、

莫
大
な
財
政
負
担
を
伴
う
馬
鹿
げ
た
飼
料

自
給
の
方
法
で
あ
る
。
同
時
に
、
何
の
技

術
革
新
も
な
く
取
り
組
め
て
、
水
田
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
な
る
畑
作
作
業
機
で

の
水
稲
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
る
上

で
も
障
害
と
な
る
の
だ
。

読
者
の
中
に
は
、
減
反
政
策
が
続
く
こ

と
で
コ
メ
の
価
格
が
下
が
ら
な
い
こ
と
を

多
く
の
一
般
メ
デ
ィ
ア
は「
減
反
政
策
」

が
廃
止
さ
れ
る
か
の
ご
と
く
に
今
回
の
農

政
改
革
を
宣
伝
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤

り
で
あ
る
。
農
協
機
関
紙
で
あ
る
日
本
農

業
新
聞
が
２
０
１
３
年
12
月
２
日
付
け

で
、
自
民
党
農
業
基
本
政
策
検
討
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
宮
越
光
寛
座
長
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
こ
う
伝
え
て
い

る
。
一
面
ト
ッ
プ
に
掲
げ
た
記
事
で
同
紙

は
、
宮
越
座
長
の
言
葉
を
借
り
て
「
新
た

な
米
政
策
に
つ
い
て
『
米
価
下
落
を
誘
引

す
る
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
な
い
』
と
述

べ
、『
生
産
調
整
の
廃
止
で
は
な
く
、（
手

法
の
）
見
直
し
だ
』
と
強
調
し
た
。
飼
料

米
へ
の
作
付
転
換
で
主
食
用
米
の
需
給
を

調
整
し
、
適
切
な
米
価
を
維
持
す
る
考
え

を
示
し
た
」
と
、
今
回
の
農
政
改
革
中
身

を
正
し
く
解
説
し
て
い
る
。

減
反
政
策
と
は
コ
メ
の
供
給
量
を
政
策

的
に
削
減
し
、
高
米
価
を
維
持
す
る
こ
と

で
あ
る
。
読
者
は
す
で
に
お
分
か
り
だ
ろ

う
が
、
今
回
の
農
政
転
換
と
は
減
反
政
策

の
廃
止
で
は
な
い
。
宮
腰
座
長
が
述
べ
た

と
お
り
、
生
産
調
整
の
廃
止
ど
こ
ろ
か
飼

料
米
の
増
産
と
そ
れ
に
対
し
て
10
ａ
当
た

り
最
大
で
10
万
５
０
０
０
円
と
い
う
法
外

な
交
付
金
（
ア
メ
）
を
支
払
う
こ
と
で
、

結
果
的
に
主
食
用
米
の
生
産
を
制
限
し
て

米
価
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
減
反
政
策
そ

の
も
の
で
あ
る
。
米
価
は
下
が
ら
ず
、
飼

料
米
の
増
産
と
交
付
金
増
額
ま
で
勝
ち
取

っ
た
農
協
界
の
全
面
勝
利
と
い
っ
て
も
過
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歓
迎
す
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
気
持
ち
は
理
解
で
き
る
が
、
仮
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
で
コ
メ
の
「
聖
域
化
」
が
な
さ
れ
た

と
し
て
も
、
今
の
ま
ま
の
高
米
価
で
の
み

成
立
す
る
よ
う
な
水
田
経
営
で
は
も
と
よ

り
未
来
は
な
い
。
高
米
価
維
持
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
低
コ
ス
ト
化
に
よ
る
利
益
確

保
や
新
し
い
顧
客
満
足
を
作
り
出
す
こ
と

で
水
田
経
営
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

農
業
団
体
と
政
府
の
政
治
的
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
農
業
経
営
者
た
ち
は
踊
ら
さ
れ
て

は
い
け
な
い
。

投
下
資
本
・
投
下
労
働
力
が
少
な
い

戦
略
品
目
と
し
て
の
価
値

１
９
７
０
年
以
来
43
年
間
に
も
わ
た
る

コ
メ
の
減
反
政
策
は
我
が
国
の
農
業
、
と

り
わ
け
水
田
農
業
の
産
業
的
発
展
に
負
の

影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
減
反
政
策
の

継
続
は
、
む
し
ろ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
体
制
の
な
か
で

急
務
と
さ
れ
る
コ
メ
農
業
の
体
質
強
化
や

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
妨
げ
と
な
り
、
我
が
国

の
コ
メ
は
ま
す
ま
す
競
争
力
を
失
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
、
農
業
の
産
業
的
発
展
よ
り

農
業
団
体
の
組
織
維
持
を
優
先
す
る
農
協

の
農
政
運
動
に
よ
っ
て
、
我
々
が
意
図
す

る
よ
う
な
農
政
の
転
換
を
期
待
す
る
の
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
と
筆
者
は
思
っ
て
い

る
。
政
治
的
に
農
政
改
革
を
求
め
る
こ
と

よ
り
、
農
業
経
営
者
が
実
需
者
や
消
費
者

の
支
持
を
得
ら
れ
る
生
産
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
が
肝
心
な
の
で
あ
る
。

本
来
、
経
営
者
が
考
え
る
べ
き
経
営
視

点
は
前
号
で
紹
介
し
た
通
り
、
単
位
面
積

当
た
り
で
は
な
く
、
投
下
貸
本
・
投
下
労

働
力
当
た
り
の
収
益
に
あ
る
は
ず
だ
。
水

田
経
営
に
お
け
る
品
目
別
の
物
財
費
と
作

業
時
間
を
表
１
で
比
較
し
た
。
実
際
の
経

費
か
ら
労
働
費
を
差
し
引
い
た
10
ａ
当
た

り
の
物
財
費
は
水
稲
の
６
万
３
４
５
４

円
、
大
豆
の
３
万
８
７
１
９
円
、
小
麦
の

４
万
４
８
０
１
円
に
比
べ
て
、
子
実
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
は
２
万
３
０
０
０
円
と
最
も
少

な
い
。
労
働
時
間
も
水
稲
の
15
・
09
時
間
、

大
豆
の
８
・
22
時
間
、
小
麦
の
３
・
91
時

間
に
比
べ
て
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
圧

倒
的
に
少
な
い
１
・
１
時
間
で
あ
る
。
水

田
経
営
の
な
か
で
投
下
資
本
、
投
下
労
働

力
が
と
も
に
か
か
ら
な
い
品
目
と
し
て
、

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
重
要
な
品
目
に
な

り
得
る
の
で
あ
る
。

14
年
度
予
算
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の

交
付
金
に
つ
い
て
表
２
に
示
し
た
。
子
実

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
飼
料
作
物
と
し
て
水
田

転
作
の
最
低
限
の
３
万
５
０
０
０
円
の
交

付
金
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も

こ
の
交
付
金
を
受
給
で
き
れ
ば
、
東
京
市

場
で
の
先
物
価
格
に
匹
敵
す
る
キ
ロ
当
た

り
25
～
35
円
（
ト
ン
当
た
り
２
万
５
０
０

０
～
３
万
５
０
０
０
円
）
程
度
で
供
給
し

た
と
し
て
も
水
田
農
家
と
し
て
の
収
益
が

確
保
で
き
る
と
い
う
試
算
が
可
能
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
実
需
者
と
し
て
の
畜
産
・

酪
農
家
や
中
小
の
飼
料
販
売
業
者
に
対
し

て
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
地
域
で
自
給

す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
提
案
し
、

水
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
食
糧
・
飼
料
自

給
率
の
向
上
を
目
指
す
べ
き
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

14
年
度
予
算
で
は
飼
料
米
や
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ

の
生
産
に
は
10
ａ
当
た
り
９
万
３
０
０
０

円
の
こ
れ
ま
で
の
耕
畜
連
携
助
成
も
含
む

金
額
加
え
て
、
数
量
支
払
で
最
大
10
万
５

０
０
０
円
と
い
う
法
外
な
交
付
金
が
つ

く
。
飼
料
米
生
産
振
興
は
財
政
負
担
の
面

か
ら
も
、
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
続
け
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
。
数
年
後
に
は
、
現
在
の
海
外

か
ら
の
輸
入
を
前
提
と
し
た
飼
料
生
産
シ

ス
テ
ム
を
変
更
す
る
た
め
の
政
策
的
支
援

も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待

が
高
ま
る
。
現
在
の
海
外
か
ら
の
輸
入
に

頼
り
き
っ
た
穀
物
を
原
料
と
す
る
配
合
飼

料
の
加
工
・
供
給
体
制
か
ら
、
国
内
産
原

料
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
水
田
農
業
の
改

革
と
共
に
最
大
の
輸
入
農
産
物
で
あ
る
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内
自
給
、
ひ
い
て
は
食

糧
自
給
率
の
大
幅
の
向
上
が
実
現
す
る
わ

け
だ
。

国
内
の
消
費
量
と
輸
入
動
向

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
増
産
の
傾
向

我
が
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
消
費
量
は

年
間
に
約
１
４
０
０
～
１
６
０
０
万
ｔ

で
、
そ
の
す
べ
て
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

品目 物財費 作業時間

［円／ 10ａ］［時間／ 10ａ］

水稲（15ha以上） 63,454 15.09 ＊1

大豆 38,719 8.22 ＊1

小麦（15ha以上） 44,801 3.91 ＊1

子実トウモロコシ 23,000 1.1 ＊2

＊1： 平成24年度農業経営統計調査（農林水産省）による
＊2： 編集部調べ（生産費は柳原孝二氏、作業時間は盛川

周祐氏の経営実験による）
※ 子実トウモロコシの物財費には機械作業人員の労

賃もコントラクタ費用として含む

① ② ①＋② ③ ④ ①＋②＋
③＋④

品目 米・畑作物の直接支払 水田活用の
直接支払 合計 二毛作

助成
耕畜連携

助成
基本単価

（数量払）
左の

面積換算
主食用米 ― 15,000 ― 15,000 ― 13,000 28,000
小麦 6,350円/60㎏ 44,000 35,000 79,000 15,000 13,000 107,000
大豆 11,310円/60㎏ 38,000 35,000 73,000 15,000 ― 88,000
飼料作物 ― ― 35,000 35,000 15,000 13,000 63,000
米粉用米

― ― 80,000 80,000 ― 13,000 93,000飼料用米
WCS用米
加工用米 ― ― 20,000 20,000 ― 13,000 33,000

表１：品目別の物財費と作業時間の比較表２：経営所得安定対策の平均交付単価（平成 25 ��度予算）

（農林水産省資料より編集部まとめ）

［円］
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財
務
省
の
通
関
統
計
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
輸
入
数
量
と
単
価
は
表
３
の
と
お
り

で
あ
る
。
こ
の
価
格
は
輸
入
商
社
が
財
務

省
に
提
出
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格
、
つ
ま
り
日

本
の
港
に
着
い
た
時
点
で
の
価
格
で
あ

る
。
実
際
に
は
商
社
の
マ
ー
ジ
ン
と
各
業

者
へ
の
物
流
費
な
ど
が
加
わ
る
。
ま
た
、

コ
ー
ス
タ
ー
チ
用
で
は
メ
ー
カ
ー
は
で
ん

粉
の
価
格
調
整
制
度
に
よ
り
ト
ン
当
た
り

数
千
円
の
金
額
を
農
畜
産
業
振
興
機
構
に

支
払
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
年
間
消
費
量
の
う
ち
、
飼

料
に
使
わ
れ
る
の
は
約
１
０
０
０
万
ｔ
。

現
在
の
減
反
水
田
や
放
棄
さ
れ
た
畑
や
草

地
な
ど
１
０
０
万
ha
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

（
10
ａ
当
た
り
収
量
が
１
ｔ
の
場
合
）
を

生
産
し
た
量
に
相
当
す
る
。
子
実
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
国
内
生
産
面
積
が
こ
の
１
０
０

万
ha
を
超
え
れ
ば
飼
料
の
国
内
自
給
も
夢

物
語
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
我
が
国
で
は
ま
っ
た
く
顧
み

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
穀
物
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

生
産
で
あ
る
が
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
は
ど

う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
４
は
ア
ジ
ア
諸

国
の
12
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量
で
あ

る
。日

本
と
同
じ
稲
作
農
業
を
主
と
し
て
き

た
国
々
で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
大
増
産
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
済
成
長
に
よ
る
食

の
変
化
の
た
め
で
あ
る
。
中
国
で
は
00
年

の
１
億
６
０
０
０
万
ｔ
が
12
年
に
は
２
億

８
０
０
０
万
ｔ
以
上
と
桁
違
い
の
増
産
を

進
め
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
９
６
７

万
ｔ
だ
っ
た
も
の
が
１
９
３
７
万
ｔ
へ
と

２
倍
以
上
に
増
産
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
な
ど
、

稲
作
農
業
中
心
の
東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

で
も
増
産
が
進
ん
で
お
り
、
コ
メ
が
年
３

回
収
穫
で
き
る
よ
う
な
国
で
も
稲
を
飼
料

に
す
る
政
策
な
ど
あ
り
得
な
い
。　

な
お
、
表
４
で
は
日
本
で
１
７
０
ｔ
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
推

計
で
あ
り
、
生
産
調
査
に
よ
る
数
値
で
は

な
い
。
現
在
、
我
が
国
で
の
穀
物
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
生
産
は
、
筆
者
が
知
る
限
り
、
13

年
の
場
合
、
北
海
道
の
長
沼
町
、
栗
山
町

な
ど
で
35�
ha
程
度
、
府
県
で
秋
田
県
と
岩

手
県
の
二
人
の
生
産
者
に
よ
る
３
ha
弱
で

あ
り
、
生
産
量
と
し
て
は
３
０
０
ｔ
程
度

で
あ
る
。

自
家
配
合
の
畜
産
・
酪
農
家
が
需
要
者

地
域
内
自
給
が
低
コ
ス
ト
化
の
カ
ギ

我
が
国
で
の
穀
物
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
そ
れ
も
北
海
道

長
沼
町
の
水
田
農
家
で
あ
る
柳
原
孝
二
氏

と
そ
の
価
値
を
認
め
る
兵
庫
県
の
養
鶏
家

で
あ
る
奥
野
克
哉
氏
（
㈱
オ
ク
ノ
）
と
の

間
で
始
ま
っ
た
取
り
組
み
に
端
を
発
す

る
。
前
提
に
北
海
道
か
ら
兵
庫
県
と
い
う

遠
距
離
の
物
流
が
あ
り
、
物
流
コ
ス
ト
を

需
要
家
と
し
て
の
畜
産
農
家
が
負
担
し
て

用　　途 飼料用
（1005.90-010）

コーンスターチ用
（1005.90-091）

コーンフレーク、
エチルアルコール
または蒸留酒用

（1005.90-092）

その他関割のもの
（1005.90-096）

その他（２次）
（1005.90-099） 計

年　　月 数量
（M/T）

単価
（円/t）

数量
（M/T）

単価
（円/t）

数量
（M/T）

単価
（円/t）

数量
（M/T）

単価
（円/t）

数量
（M/T）

単価
（円/t）

数量
（M/T）

単価
（円/t）

2008年 11,718,055 34,358 3,437,127 36,909 68,075 36,796 122,014 39,743 945,987 35,536 16,291,258 35,015

2009年 11,333,826 20,990 3,104,939 22,883 67,252 25,681 98,342 28,096 1,501,122 21,837 16,105,481 21,497

2010年 11,117,362 20,888 3,276,782 22,406 71,863 23,112 94,840 26,132 1,417,809 21,520 15,978,656 21,296

2011年 10,563,342 27,471 3,257,084 28,859 93,776 27,635 97,077 29,594 1,067,234 27,814 15,078,513 27,810

2012年 10,428,875 26,854 3,148,628 28,646 97,998 29,202 68,290 30,222 904,978 28,528 14,648,769 27,374

2013年　 1月 763,444 30,654 241,316 34,033 7,600 36,626 5,033 37,616 157,201 30,932 1,174,594 31,454

　 2月 732,370 31,367 197,178 35,702 8,199 38,006 3,884 39,941 209,686 32,328 1,151,317 32,361

　 3月 753,928 31,851 351,975 35,372 10,897 38,870 12,325 40,637 169,990 33,288 1,299,115 33,135

　 4月 713,910 32,918 172,428 37,472 5,201 39,373 2,257 40,931 135,650 34,448 1,029,446 33,932

　 5月 773,774 33,653 317,909 37,377 6,303 41,138 7,341 41,890 223,406 34,627 1,328,733 34,789

　 6月 582,968 34,221 273,250 37,070 5,649 40,450 2,645 41,711 124,038 35,578 988,550 35,234

　 7月 704,948 33,203 279,963 34,887 9,098 38,847 4,169 41,478 164,531 34,883 1,162,709 33,920

　 8月 688,913 31,957 328,508 34,939 2,708 41,041 3,961 39,126 184,606 32,809 1,208,696 32,941

　 9月 662,005 31,969 308,792 35,259 9,993 35,447 11,530 39,276 184,287 33,627 1,176,607 33,193

　10月 789,061 29,395 208,903 33,240 2,600 35,870 6,579 39,023 222,742 31,205 1,229,885 30,441

合計 7,165,321 32,051 2,680,222 35,539 68,248 38,362 59,724 40,068 1,776,137 33,255 11,749,652 33,106

前年同月累計 7,694,512 26,251 2,645,351 27,848 72,098 28,537 56,448 29,759 1,654,858 26,998 12,123,267 26,731

表３：トウモロコシの輸入数量と単価一覧表

（注）1ドル＝ 1月　87.08 4月　95.90 7月　98.75 10月　98.29
 2月　91.48 5月　99.34 8月　98.44 11月
 3月　94.08 6月　99.88 9月　98.79 12月

※通関統計の C.I.F 価格
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い
る
。
こ
の
経
費
負
担
が
大
き
け
れ
ば
取

り
組
み
は
実
現
し
な
い
。

13
年
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に
取
り
組

ん
だ
岩
手
県
花
巻
市
の
盛
川
周
祐
氏
は
、

同
じ
花
巻
市
内
で
飼
料
を
自
家
配
合
し
て

「
白
金
豚
（
プ
ラ
チ
ナ
ポ
ー
ク
）」
と
い
う

銘
柄
豚
を
生
産
す
る
養
豚
家
の
高
橋
誠
氏

（
高
源
精
麦
㈱
）
に
供
給
し
た
。
地
域
内

で
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
流
は
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
近
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

14
年
か
ら
は
堆
肥
と
の
交
換
を
含
め
た
取

り
組
み
を
予
定
し
て
お
り
、
高
橋
氏
に
と

っ
て
は
飼
料
会
社
か
ら
購
入
す
る
価
格
と

同
等
か
む
し
ろ
安
い
価
格
で
国
産
の
非
Ｇ

Ｍ
Ｏ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
）
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
調
達
が
可
能
に
な
る
。
３
万

５
０
０
０
円
の
交
付
金
の
受
給
を
想
定
し

て
い
る
が
、
物
流
コ
ス
ト
が
ゼ
ロ
に
近
づ

く
ほ
ど
、
有
効
な
水
田
農
業
改
革
を
し
な

が
ら
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
国
内
で
自

給
で
き
る
の
だ
。

し
か
し
、
数
量
の
問
題
を
ク
リ
ア
で
き

て
も
大
手
の
飼
料
工
場
は
飼
料
穀
物
を
海

外
に
依
存
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
工
場

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
小
ロ
ッ
ト
の

国
内
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
現
実
的
に
は
困
難
で
あ
る
。
自
家
配
合

す
る
畜
産
農
家
は
少
な
く
見
積
も
っ
て
も

全
国
に
１
０
０
カ
所
以
上
は
あ
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
酪
農
家
、
そ
し
て
地
方
の
中

小
の
飼
料
販
売
業
者
。
彼
ら
を
と
り
あ
え

ず
の
需
要
者
と
し
て
水
田
に
限
ら
ず
我
が

国
で
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
広
が

っ
て
い
け
ば
、
や
が
て
そ
れ
は
我
が
国
の

農
業
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

５
年
後
を
考
え
て
み
れ
ば
、
水
田
経
営

者
の
と
こ
ろ
に
は
い
く
ら
で
も
農
地
は
集

ま
っ
て
く
る
。
10
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
で

就
業
者
の
平
均
年
齢
が
65
・
８
歳
（
と
い

う
こ
と
は
13
年
な
ら
68
・
８
歳
）
と
い
う

デ
ー
タ
を
示
す
ま
で
も
な
く
、
農
村
に
暮

ら
し
て
い
れ
ば
、
想
像
の
つ
く
こ
と
だ
ろ

う
。
作
業
体
系
を
畑
作
型
に
変
え
て
規
模

拡
大
と
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
し
、
同
時
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
に
取
り
組
む
と
い
う

水
田
農
業
経
営
の
姿
を
読
者
は
イ
メ
ー
ジ

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
10
ａ
当

た
り
総
労
働
時
間
が
１
時
間
程
度
で
処
理

で
き
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
あ
れ
ば
こ
そ
地

域
内
で
１
０
０
ha
程
度
の
規
模
拡
大
も
不

可
能
で
は
な
い
の
だ
。

地
域
に
50�

ha
規
模
で
生
産
す
る
農
家
が

２
軒
い
れ
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
か
か
る

作
業
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
５
５
０
時
間
に
な

る
。
10
ａ
当
た
り
の
収
量
が
１
ｔ
だ
と
し

て
、
キ
ロ
当
た
り
25
円
で
販
売
で
き
れ
ば

１
２
５
０
万
円
の
品
物
代
と
、
１
７
５
０

万
円
の
交
付
金
（
３
万
５
０
０
０
円
／
10

ａ
）
を
合
わ
せ
た
約
３
０
０
０
万
円
と
い

う
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。
地
代
を
別
に
し

地
代
を
別
に
し

て
経
費
は
１
１
５
０
万
円
（
２
万
３
０
０

０
円
／
10
ａ
）。
約
１
８
５
０
万
円
の
利

益
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
国
産
の
�
用
コ

国
産
の
�
用
コ

ン
バ
イ
ン
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
対
応
も
数
年

以
内
に
は
実
現
す
る
。
１
地
域
１
０
０
ha

で
の
生
産
量
は
約
１
０
０
０
ｔ
。
こ
れ
だ

け
の
量
が
あ
れ
ば
中
小
の
自
家
配
合
の
畜

産
農
家
に
海
外
の
作
況
や
為
替
変
動
に
か

か
わ
ら
ず
一
定
価
格
で
の
安
定
供
給
で
き

る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
地
域
が
全
国
に
１
０
０
カ
所

ま
で
広
が
れ
ば
全
国
で
10
万
ｔ
。
そ
の
量

は
総
需
要
量
１
０
０
０
万
ｔ
の
１
％
に
過

ぎ
な
い
が
、
現
在
、
飼
料
米
を
渋
々
買
っ

て
い
る
畜
産
農
家
や
飼
料
メ
ー
カ
ー
は
必

ず
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
し
、
そ
こ
ま
で
ロ
ッ

ト
が
ま
と
ま
れ
ば
米
国
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
で
非
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
買

っ
て
い
る
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
も
�
に
�

�
に
��

っ
て
く
る
。

そ
も
そ
も
、
日
本
人
の
食
習
慣
が
変
化

し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
我

が
国
で
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
全
く
生
産

し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
農
業

関
係
者
の
誰
も
が
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

国
内
生
産
な
ど
有
り
得
な
い
と
決
め
て
か

か
っ
て
き
た
こ
と
が
日
本
農
業
発
展
の
選

択
肢
を
狭
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
過
大
な

財
政
負
担
を
し
て
ま
で
水
田
で
稲
作
に
こ

だ
わ
る
こ
と
を
止
め
、
現
実
の
需
要
者
、

消
費
者
の
要
望
に
応
え
る
か
た
ち
で
子
実

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
を
始
め
る
こ
と
で
農

業
は
変
わ
れ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

さ
ら
に
、
現
在
の
コ
メ
の
年
間
消
費
水

準
は
約
７
０
０
万
ｔ
で
あ
る
。
や
が
て
６

０
０
万
ｔ
、
５
０
０
万
ｔ
と
い
う
レ
ベ
ル

ま
で
減
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
と
き
、

増
産
し
て
も
過
剰
に
な
ら
な
い
農
産
物
と

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
以
外
に
あ
る
だ
ろ
う

か
。

水田での子実トウモロコシ生産の実際（後編）
〜国内生産と地域での耕畜連携の未来像〜

シリーズ 水田農業イノベーション

特別編

国名 生産量（ｔ）

中国 208,130,000 　

インドネシア 19,377,030 　

フィリピン 7,406,830 　

タイ 4,813,000 ＊

ベトナム 4,803,196 　

朝鮮民主主義人民共和国 2,000,000 ＊

ミャンマー 1,500,000 ＊

ラオス 1,125,485 　

カンボジア 790,000 ＊

東ティモール 156,000 ＊

台湾 128,000 F

韓国 78,000 ＊

マレーシア 52,000 F

日本 170 F
＊：非公式データ、無印：公式データ、Ｆ：FAO 推定量

引用：FAO 統計

表４： 東アジア・東南アジア各国のトウモロコシ生産量 
（2012 ��）


